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体育教師として 1964 年に ICU に赴任し、数々のスポーツ、舞踊を学生に教えていたが、
1986 年に民俗舞踊に出会い、体得することを主にした研究を開始して、驚いてしまった。ど
のスポーツ、舞踊からも得られなかった「からだと精神面への響き」が、あったからである。
みるみる心が晴れ、スポーツ全般への応用力がつき、生活が楽、というより幸せな気分に満
ちていったのである。ふと気が付けば、青春時代にありがちな、暗さが一掃されて、子供の
頃の天真爛漫さが戻った気分になれたのだ。まるで悟りが得られたように…。
そして 1970 年には授業「日本民俗舞踊」を開講した。それ以来、日本各地の数々の踊りを
取材し、授業でも多種多様のものをとりあげてきたが、「黒川さんさ踊り」は、踊るたびに体
形的にも曼荼羅の様相をていしているなあとつくづく思わせる芸能であり、「大償神楽」は、
その昔は、山伏が修行の為に舞ったもので、見るだけでも、人生観を変えてしまうほどに強
烈な印象をもたらす芸能であった。
黒川さんさ踊り
岩手県の芸能で、県名の由来に関係すると言われる踊りである。
昔々 500 年ぐらい前のこと、村に悪い鬼が出没して農民を苦しめていたという。困った農
民は、三石神社の神様にお願いして、鬼をとりおさえてもらった。取り押さえられた鬼は、
許しを請い、神社にある岩に手形を押し、二度と再び悪いことはしないとの誓いを立てて、
逃がしてもらったという。岩に手形が残った地…岩手県県名の由来と聞く。この時農民が喜
び勇んで踊ったのが「さんさ踊り」発祥の由来であるといい、現在、盛岡周辺には数多くの
「さんさ踊り」が存在している。そのなかでも「幻のさんさ踊り」との評判をとっている黒川
部落のさんさ踊りをがある。何故幻かというと、豊作の時にしか踊ることが許されず、豊作
の年は、30 年、もしくは 40 年に一度しかやってこなかったという…ところから出た評判で
あったらしい。他のさんさ踊りは、女、子供でも踊れるが、黒川のさんさ踊りは、青年男子
のみが踊るダイナミックな踊りで、ちょっとやそっとでは踊れない踊りである。いよいよ豊
作の時がきて、踊ることが許されると、練習が始まるのだが、練習は厳しいもので、疲労の
あまり、四つん這いでトイレに行くほどの過酷さであったという。脱落者が続出し、晴れの
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日には半数も残らなかった…と、古老から聞いた。祭り当日に踊る若者は、どんなにか晴れ
やかな気持ちと、誇り、自信に満ちていたことだろうか。
七色の腰帯、と花笠をつけた一行は、村の家の庭に進み出で、まずは、“庭ならし”から踊
り始める。次第に狂ったように激しさを増して踊られる。
くるくる回りながら時計方向におどり進む様は、自転しながら公転する小宇宙をイメージ
させるものである。膝が地面に着くぐらいに腰を低くしてまわり、とび、すばやく方向を変
え、縦横矛盾に動き、七色の腰帯がスカートのように広がり、ゆれる。驚くことに、太鼓打
ちも、笛吹きも、この激しい踊りの輪の中で、奏しながら一緒に踊るのである。そして、し
ばらく輪になって踊って、次には、隊形が変化し、2 列横隊になり、激しく、入れ替わりな
がらも整然と、踊りは続き、最後の“礼踊り”で、家の中で見物していた人々に挨拶をし、
笛、太鼓の音と共に去っていく…。金剛界曼荼羅、胎蔵界曼荼羅を踊りで、再現したかのよ
うに…。
黒川さんさ踊り
「黒川さんさ踊り」軌跡（イメージ）
輪踊り 組踊り
山伏神楽
同じ岩手県の北上山地の最高峰である早池峰山（1913 メートル）のふもと、大迫町の大償
部落と岳部落にそれぞれ伝わる大償神楽と岳神楽は総称して早池峰神楽と呼ばれており、も
とは山伏によって舞われたと言われ山伏神楽とも呼ばれている。山伏とは、奈良時代に日本
古来の神道と伝来の仏教とが混合してできた修験道の修行者である。この神楽は細かく複雑
な所作があり熟練度を必要とし、又、高度な舞踊性をもった芸能のひとつである。
この神楽の起源は記録等が残されていないのではっきりしないが、文禄 4 年（1595 年）の
記載のある獅子頭や、長享 2 年（1488 年）の銘のある神楽の秘伝許可の控えの巻物が現存し
ていることから、少なくとも五百年以上前の発生とみることができよう。もとは神社の神事
に携わっていた人達によって演じられていたが、その後、農林業を生業とする人々や、今で
は役所、会社勤めをする人々も加わって伝承されている。
大償神楽と岳神楽の両者はそれぞれの特徴を大切にして、互いに競争意識をもって競い合
ってきた。五百年以上の長きにわたって伝承されてきたのはこの競争意識に負うところが大
きい。また両神楽は近郷の部落にその神楽を伝え、早池峰山麓一帯には今でも多くの弟子神
楽が存在する。
演目の題材の多くは、古事記や日本書紀に記されている日本の成り立ちについての神話で
ある。その他に武士の活躍を題材にしたもの、説話を題材にしたものがある。多くの演目で
舞手は面をつけて舞うが、面をつける演目の中でも、途中から面をはずして舞う二部構成（前
半を「ねり」、後半を「くずし」という）の形式をとるものが多い。観阿弥、世阿弥によって
大成された能以前の古い形を示すもののひとつであるといわれている。
現代では観客収容力千人、二千人という大きな劇場等で演ぜられることもあるが、神楽は
もともと神社の境内の一角にたつ神楽殿や、民家の一室で舞われてきたものである。二間（約
3.6 メートル）四方の舞台空間を作り、正面にあたる一辺に幕を張り、観客は左右、正面の三
方向から観る。観客は舞手を間近かにし、舞手の息遣いをも感ずることができる。囃し方の
太鼓と鉦（鉄製の小さなシンバル状の楽器）を打つ三人は正面手前に幕を向いて座り、幕の
裏には笛を吹く人と歌う人がいる。.舞台の床は板張りで、板を踏み鳴らす舞手の足拍子は、
太鼓の音と呼応して囃子方の音楽の一部を構成する重要な要素である。
舞手が床板を踏むことは、舞の中で霊鎮めの意味を持っているのである。
一回の実演は三時間、四時間におよび、時にはそれ以上のこともあり、多くの場合、観客
は酒を振舞われそれを飲みながら鑑賞する。劇場や公共の場で行われる時は時間も短く、酒
を飲むというようなこともない。演目の合間には、観客を面白おかしく笑わせる狂言が演ぜ
られることもある。
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三番叟
醜く身体も不自由に生まれた蛭子の命が数々の苦難にもめげず元気に成長する様子をあら
わしている舞といわれている。三番目に舞われるところから名づけられたと一般的にいわれ
て、能、歌舞伎、その他の芸能にも見られる。特に民俗芸能では、一番目、二番目の舞はな
くとも三番叟が舞われる場合は多々ある。お見せするのは、大償神楽の三番叟である。
幕出し（オープニング）では、
「吉ヶ野に吉ヶ野に日は照るとも、常に絶えせなる滝の水」と、
豊かな太陽と水の恵みへの感謝と願いが込められた言葉が歌われる。
一舞いした後黒翁の面をつけた舞手は、その前の二番目に登場した翁舞の翁について、
「以前に参らせたもう翁と申すは色も白く背いも大きく・・・・」
と誉めて、それに比べ自分は
「色も黒く背いも小さく・・・・」
と多少卑下して名乗りをあげる。
そして、
「世の中が良ければ、大きな杯に酒を注いで祝いをする」し、
「太鼓を打ち，笛を吹いて皆大きく笑う」
と面白おかしく言い、世の中が穏やかであることを願う。
最後に、皆いろいろな拍子で舞っているが、自分も
「扇の要をおっとりなおし、ひと舞い舞ってさらりと楽屋に入らんばやと存じ候」
と言って再び舞うのだが、その様子は、まさに「修業」である。
この舞は、動きの激しさや滑稽な仕草の中に、五穀豊穣と平和を願って舞われるものであ
る。
数ある演目の中で、この三番叟は神楽を習い始める初心者がまず手がけるものである。こ
の舞の中にはいくつかの基本的な動きが組み込まれており、また激しい動きの荒舞や、三十
分，四十分に及ぶ大曲を舞えるだけの体力をつけられる舞である。
面をつけて舞うことは、視界を不自由にし、呼吸も困難にする。そういう状況で、三番叟
のように激しく動くことは、全身全霊で足の裏に感覚を集中しなければならない。地球にし
がみつく感覚である。まさに修行であり、二間四方の舞台の中で、はげしくまわり、とびは
ねる様相は、名実共に動く曼荼羅であるといえる。
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山伏神楽「三番叟」
黒翁の面をつけ千早をひるがえして舞う
ヒマラヤの王国ブータン（国教はチベット仏教・密教）で、ラマ僧が祭りで舞い、踊ると
聞き、1987 年と 1997 年の二回にわたり、ラマ僧の舞を調査するために出向いたことがある。
ブータン国では、ラマ僧の行為（日本人の私が見れば、どう見ても華麗に舞いかつ踊ってい
るようにしか見えないのだが、）を、ダンスとはいわず、チャムといい、一般庶民の踊るお
どりとははっきり区別している。ラマ僧のチャム（舞い）は、祭り（チェチュ）の儀式、チ
ベット密教の儀式なのである。一般庶民のおどりは、終了後に拍手が起こるのだが、ラマ僧
のチャムの終了時には、うやうやしくこうべを下げられても、拍手は起こらない。祭りの内
容は、日本の神楽が、日本神話の神々の舞いであることと類似して、ブータンでは、チベッ
ト密教の神々と仏達が、「舞い踊る」のである。日本の神楽と同じように仮面をつけ、動作
も非常に類似していて、回旋のみごとさ、ジャンプ力の素晴らしさを見せつけられる。神楽
が狂言を舞いと舞いの間に挟むのと同じように、人々を笑わせるドラマがブータンのチェチ
ュ（祭り）のラマ僧の演じるチャム（舞い）とチャムの間に差し挟まれることも、似ている
形態なので驚かされた。そして山伏神楽の三番叟に見える、最大限に「そる」（上半身を限
界まで後屈する）動きが、ブータン国チェチュのドクロ（墓場の守り神）のチャムにも見ら
れるのである。ブータンのラマ僧のチャム（舞い）は、標高 2000 メイトルを越す高地での
出来事であった。
舞い終わった人々は、楽屋（出入り口を黄色いカーテンで飾られた寺院）入り口で、待ち
構えている人に、抱きかかえられるようにして中へと導きいれられていた。その行為から得
られるものは何であろうか？
伝統ある民俗舞踊を正課授業、課外授業で体験した学生からは、概ね「心と身体を浄化す
る」ものとの評価が寄せられている。その中でも、難しく、激しく身体を使う「黒川さんさ
踊り」と「山伏神楽」は、より高みへと体験、習熟するものを運んでくれる。現在の進歩し
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た科学をもってしても解明できないことがらも、体験、習熟するものへもたらしてくれる。
外見上も内面に与える影響からも、まさに、「動く曼荼羅」ではなかろうかとつねづね考え
ているので、今回の発表をさせていただいた。
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